




〔要約〕 

今回の実験結果からは冠状動脈,腎葉間動脈などの筋型動脈の比較的太い部分に動脈炎が

発症することを再確認し,発症直後では IgM,IgG がともに沈着しているが IgA,C3 の沈着は

なかった。動脈炎を組織学的に経時的に観察すると,はじめやや惨出傾向がみられるが,明

らかな増殖性血管炎の像に比較的速やかに向うことがわかった。 


